
２０２６ 平和行動 in 長崎 報告 

日 程：2026 年８月 8 日（金）～9 日（土） 

参 加：連合岐阜 6 名 

 

はじめに 

 長崎の平和行動は、連合愛知、連合三重、連合岐阜の三県が行動をともにし

平和集会等に参加しました。三県の交流を図りながら、長崎の原爆被害などに

ついて見聞を深め、原爆被害者を悼む式典に参加しました。 

 

１．被爆 81 年 連合 2026 平和ナガサキ集会（8/８長崎県立総合体育館） 

～語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で 核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう～ 

 

 連合長崎会長岩永氏の開会あいさつで始まり、主催者代表として連合事務局

長神保氏が登壇しました。平田研長崎県知事、鈴木史朗長崎市長から来賓の挨

拶ありました。 

被爆者の訴えでは、当時３歳で被爆された松本さんから、当時の様子や親から

聞いた話を聞くことが出来ました。「変わる国際秩序と核兵器」と題して長崎

大学核兵器廃絶研究センター長吉田文彦氏の基調講演や若者からのメッセージ

として「ナガサキ・ユース代表団」「高校生平和大使」からの報告やナガサキ

からの平和アピール採択そして、９月に行われる平和行動 in 根室へピースフラ

ッグが引き継がれ、閉会されました。 

   

 

２．長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典（8/9 ｻﾃﾗｲﾄ会場：出島メッセ長崎） 

 サテライト会場にて原爆者追悼の祭壇が設けられ、献花を行いました。 

長崎平和宣言を鈴木長崎市長が行い、核抑止論の危うさを訴え、「長崎を最後

の被爆地に」と核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けての宣言を述べられま

した。 



   

 

３．連合ピースウォーク（8/9 平和公園および爆心地公園） 

 爆心地公園と平和公園内を、連合スタッフによるガイドのもと、爆心中心碑

や浦上天主堂の遺壁、原爆で家が一瞬にて圧し潰され地層となった所、残され

た防空壕など目の当たりにしガイドの話を聞きながら原爆の悲惨さを改めて思

い知らされました。 

       

       
・感想 

 被爆８１年、被爆者の方から「昔話ではないです」と言われ、今も世界各地

で行われる紛争、核抑止力として世界に 12,000 発以上ある核弾頭の現状、

「平和の原点は、人間の痛みがわかる心を持つこと」そして「長崎を最後の被

爆地に」と、平和行動は、改めて戦争の悲惨さと平和を続けていく難しさを考

えさせられる貴重な機会となりました。 


